
成30年度第47回企画展

『発掘速報展2018 -連年の鍋塞成果と

太宰府史鉢発掘50年のあゆみ- 』

】一_】】■IIII

平成30年9月11日(火)～12月2日(日)に開催
当館が実施している発掘調査の成果を毎年｢発掘速報展｣として紹介しています｡大事府発掘調査50年に

あたる今年度は､近年調査･報告がなされた遺跡の調査成果を紹介すると共に､トピックとして大事府史跡発

掘のあゆみを写真パネルで展示します｡

縄文時代のドングリの集積(下伊良原西の塚遺跡)

当館学芸員が展示解説を行います｡ (事前申込み不要)
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展義遠路紹介

①伊艮原地区の遺跡群(京都部みやこ町)

時代:旧石器時代～現代

県営伊艮原ダムの工事に先立ち行われた伊艮原地区の調査では､

旧石器時代から現代までの遺跡が見つかりましたが､特に縄文時代

(15,000-2,400年前)の集落､鎌倉時代から室町時代(13-16世紀)

の集落と墓､江戸時代(17-19世紀)の神社跡が主体で､そのほかにも

ダム工事の影響範囲に点在するお堂や石塔の調査を実施しました｡
くらつかさ

②大軍府政庁周辺官街跡蔵司地区(太宰府市)

時代:奈良～平安時代(8-10世紀)

大事府政庁跡西側の蔵司の地名が残る丘陵を継続的に調査しています

が､昨年度は大型礎石建物SB5000の東側の平坦地に､新たに南北に

並ぶ総柱構造の瓦葺きの礎石建物2棟を発見しました｡大牢府の財政

的機能を司った官衛｢蔵司｣に関連する施設の一部である可能性が考
堀で囲まれた中世の居館跡(彼岸田遺跡)

えられます｡
ひがんだ

③彼岸田遺跡(筑後市)

時代:室町時代(14-15世紀)

筑後川の支流･花宗川左岸の沖積低地で､掘立柱建物2棟､土坑､埋変､溝などと二重の溝(堀)で囲まれた居館跡が

見つかりました｡堀からは､まじないに使われた呪符木札なども出土しました｡
はん

④本町追跡(柳川市)

時代:江戸時代～明治時代(18-19世紀)

柳川市の中心部にある､柳川城の武士の居住区北西端に位置し､柳川藩の中級武士である武家屋敷と御辻門横の牢

屋の一部が発見されました｡注目される遺構は､井戸の代わりに水を溜めて利用する｢溜井｣で､屋敷地内から発見さ

れました｡
かみ

⑤上町遺跡(柳川市)

時代:江戸時代(17-19世紀)

柳川城下町の北端､出橋御門に位置し､近世初期の内外の陶磁器が相当数出土しました｡中でも､初期(1610年代)
いで･のばしごもん

の伊万里や有田､ 17世紀半ばのVOC (オランダ東インド会社)銘の入る皿など､非常に珍しい陶磁器が出土しました｡

斎藤秋固筆

《十二ケ月風俗図絵巻》

賛藤秋圃(1772-1859)は江戸時代に筑前の地で人気を博した絵師で､秋

月藩の御抱え絵師を勤めたのち､晩年を太宰府で過ごしました｡この絵巻は

太宰府で活動していた70歳の時の作品で､それぞれの月の風俗を秋圃らしい

軽妙な筆致で鮮やかに描いています｡右は8月(旧暦)の放生会の図ですが､

龍の中にいる2羽の鳩は､ ｢双鳩｣とも号した秋国の隠し落款(サイン)でしょ

ぅ｡左は9月(旧暦)の菊兄の図で､ 2人の人物のうち右が秋臥左は博多･聖福寺で住持を務め､禅画が人気だった仙厘

(1750-1837)だと思われます○仲良く菊を鑑賞する様子に､親しい交友が偲ばれまlo
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什二ケ月風俗図絵巻≫ (絵･斎藤秋臥賛･麗水舎金生1巻紙本署色巻子装28･0×1 143LOcm)より部分
右･8月(旧暦)の放生会､左･9月(旧暦)の菊見



平成29年7月5日夕刻に発生した九州北部豪雨は､福岡県内の朝倉

市､東峰村を中心に大規模な土石流､河川の氾濫による甚大な被害を

引き起こし､文化財の被害も発生しました｡

被害を受けた文化財のうち､古文書のような紙資料は､濁流に襲わ　固

れ､水に濡れ汚れた状態になり､ひどく傷んでいます｡これを放置する

とカどの繁殖や腐敗が進むほか､急激な乾燥により変形を起こす危機

にあるため､一刻も早く救出し､迅速な応急的処置が必要となります0

そこで当館では､豪雨災害発生以後､被災地の朝倉市と連携して､
汚泥の除去作業

古文書の救出や応急的処置を行っています｡

救出はまず､人命救助や被災した方々の生活に配慮しながら､被災集落の巡視や､聞き取りにより､被災した古文

書の捜索を行いました｡発見後､所有者の了解を頂き､一時保管場所に避難させ､ひとまず安全を確保しました｡その

後､応急的処置のための科学機器がある当館に搬送し､傷みに対する処置を始めました｡

処置の方法は､まず､水濡れの状態のまま冷凍庫に入れ､マイナス80℃下で古文書を冷凍保存します｡これにより

一時的にカどの繁殖や腐敗を防ぐことができます｡

次に､形が変わらないよう乾燥させるため､物質の三態のうちの昇華の現象を利用した真空凍結乾燥法による処置を

行います｡この方法は､フリーズドライとも呼ばれ､私たちの生活の中では､カップラーメンのような食品加工や製薬に

済

フリーズドライに入る古文書

山本　用いられる技術です｡専用装置によりフリーズドライされた古文書は､

腐敗や変形することなく､災害以前のような状態に近づいていきま1.

その後､付着した汚泥を取り除くほか､固着したページの展開､折れ

やシワを伸ばす､修復処置に入ります｡ここまで来ると､ようやくページ

を開いて､再び読むことができるようになります｡

被災地では復興への歩みが一歩ずっ進んでいますが､私たちも古

文書の救出や応急的処置をつうじて､朝倉地域の歴史や文化の復興

に寄与できるよう､処置を続けていきます｡

企画展｢歴史の宝石箱｣ダイジェスト版

直画12月4日(火)～3月17日(日)囲第2･4展示室
第1展示室の常設展｢歴史の宝石箱｣の展示資料を抜粋して､コンパクトに展示します｡

パネル展｢世界遺産･沖ノ島｣

囲9月1 1日(火)～12月9日(目)[室蘭文化情報ひろば
美しい写真で沖ノ島と関連遺産群を紹介します｡

パネル展r福岡鉄道遺産ものがたり6平成筑豊鉄道編｣

廃車112月1 1日(火)～3月17日(日)直軒文化情報ひろば

パネル展r筑紫地区文化財写真展j

[蚕画3月19日(火)～ 3月24日(日)直垂]文化情報ひろば

沖ノ島遠景

パネル展｢保存科学成果展r古賀市船原古墳遺物理納坑調査の最前線2018-2019｣｣

囲3月26日(火)～ 6月16日(日)麺文化情報ひろば
l



講座･イベント

パ　ネ　ル　展: 9月11日(火)～12月9日(日)パネル展｢世界遺産･沖ノ島｣

12月11日(火)～ 3月17日(日)福岡鉄道遺産ものがたり6平成筑豊鉄道編

3月19日(火)～ 3月24日(日)筑紫地区文化財写真展

3月26日(火)～ 6月16日(日)保存科学成果展｢古賀市船原古墳遺物埋納坑調査の最前線2018-2019｣

九歴講座:毎月第2土曜日｡定員160名｡申込不要･11時より整理券配布､13時より開場

10月13日(土)九歴講座⑦ ｢柳河の明治維新｣

12月8日(土)九歴講座⑧ ｢明治日本の産業革命遺産｣

1月12日(土)九歴講座⑨ ｢朝倉橘広庭宮の所在と宮都｣

2月9日(土)九歴講座⑩ ｢神楽と鬼､その正体を求めて～豊前神楽に見る鬼の役割～｣

3月9日(土)九歴講座⑪ ｢基礎貫徹!やきものの基礎知識｣

夕べのギャラリートク: 10月26日(金)企画展『発掘速報展2018-近年の調査成果と大牢府史跡発掘50年のあゆみ-』

イ　ベ　ント:10月8日(月･祝)アクロスミュージアムコンサートin九州歴史資料館

11月4日(日)古代体験まつり

12月15日(土)冬の組紐教室

2月16日(土)ナイトミュージアムinきゅうれき冬(12月頃より募集開始)

2月24日(日)MYおひな様･組紐ストラップづくり

古代体験:毎週土･日･祝日に､九歴ボランティアによる古代体験実施中(予約不要､有料･無料有り)

発掘調査　　　≧　大牢府史跡調査(蔵司地区)･県内遺跡発掘調査10月～3月

★第1展示室閉室日　8月14日(火) ～平成31年9月(予定)

★臨時休館日11月16日(火) ～11月18日伯)第1展示室天井工事に伴い左記の期間に休館します｡

なお､工事工程により休館期間が変更することがありますので､決まり次第HPや館内でお知らせします｡

★日程未定については､決まり次第HPや館内配布チラシ等でお知らせします｡また､内容･開催期間は変更することがあります｡

詳しくはお問い合わせください｡

求　菩　提

資　料　館

〒 828-0085

豊前市大字鳥井畑247

TEL･FAX 0979-88-3203

甘　木歴　史

資　料　館

〒 838-0068

朝倉市甘木21 6-2

TEL ･ FAX 0946-227515

柳　　　川

古文書館

〒 832-0021

柳川市隅町71-2

TEL　0944-72-1037

FAX O944172-5559

常　設　展:｢求菩提修験道の世界｣

秋の企画展: ｢豊の国切り絵の旅～工家企予人切り絵展｣

早春企画展:2月2日(土)～3月24日(日)第12回｢おひなまつり｣

史跡ガイド活動:申し込みに応じて豊前市内の史跡をガイドします｡

常　設　展:第-展示室｢朝倉の民俗･工芸資料｣第二展示室｢朝倉の考古資料｣

秋季企画展: 10月2日(火)～12月2日(日)｢小石原焼現代陶芸展｣

企画展講演会: 10月28日(日) ｢小石原の現代陶芸｣講師:福島善三氏(重要無形文化財保持者)

伊藤嘉華氏(九州国立博物館副館長)

新春企画展: 1月5日(土)～2月24日(日)｢郷土の日本画家徳田玉龍　富獄百景Part4｣

12月4日～ 2月3日｢古文書をたのしむ一見方･読み方･調べ方｣

10月3日～12月2日｢柳河港の幕末維新｣

2月7日～ 3月31日｢松井家･立石家のおひな様｣

古文書解読講座(初級編)毎月1回(第四日曜日)

古文書解読講座(応用編)毎月1回(第四日曜日)

･X･各館の行事や休館日(閉室)等については､各館ホームページまたは直接お問い合わせください.

九　歴　だ　よ　り　平成三十年十月(第四十八号)

常　設　展

企　画　展

九州歴史資料館
KYUSHU HlSTORlCAL MUSEUM

〒 838-0106

福岡県小都市三沢5208-3
昏　0942-75-9575

FAX O942175-7834

URL http://wwwfsg.pref.fukuoka･jp/kyureki/

開館時間　午前9時30分～午後4時30分(入館は午後4時まで)

観覧料　一般200(150)円　大学生･高校生150(100)円

満65歳以上･中学生以下.
陣がいのある方(同伴介護者1名)無料
※土曜日は高校生も無料
※( )内は団体料金(20名以上)

休館　日　月曜日(ただし祝日･振替休日の場合はその翌日)

年末年始(12月28日～1月4日)

●公共交通機関
《西鉄電車》天神大牟田緑三国が丘駅から徒歩約10分
《　｣R　》鹿児島本線原田駅からタクシーで約10分

●自動車
〈九州自動車道》筑紫野1.C.から鳥栖筑紫野道路経由で約15分
《大分自動車道》筑後小郡l.C.から国道500号緑･県道88号緑経由で約1 5分

《福岡都市高速》水城出口から国道3号線経由で約25分
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